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3. 研究組織     
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              研究分担者： 藤崎博也（東京大学 大学院工学系研究科 名誉教授） 
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             （領域全体の組織は資料 1を参照） 
 

4. 交付決定額（配分額）                     （金額単位：千円） 

 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 合 計 

総括班 12,600 16,700 17,100 19,900 1,500 67,800 

モデル班 13,500 11,600 11,700 11,700 － 48,500 

多様性班 19,400 15,700 15,900 10,200 － 61,200 

コーパス班 23,300 22,000 21,200 21,400 － 87,900 

合成班 19,200 18,700 19,400 18,700 － 76,000 

認識班 23,300 22,600 20,700 20,100 － 86,700 

対話ｼｽﾃﾑ班 21,500 20,100 19,800 14,700 － 76,100 

医療応用班 14,300 13,600 13,600 12,800 － 54,300 

合 計 147,100 141,000 139,400 129,500 1,500 558,500 

 

5. 研究発表 
2000年 10月以降の領域の成果発表数は下記の通り。括弧内は招待講演等で内数。 
著書（含む分担） 学会誌論文 国際会議 研究会 全国大会 

41 97(4) 323(21) 155(5) 332(10) 
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Dagstuhl Seminar 04121 on Evaluating Embodied Conversational Agents, Schloss Dagstuhl, Germany 
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[19] Helmut Prendinger: Physiological Responses as an Evaluation Method for the Affective Behavior of 
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[22] 小林範子，“痙攣性発声障害に対する音声訓練，”第 45回日本音声言語医学会シンポジウ
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[24] 小池三奈子，小林範子，原由紀，廣瀬肇，“北里大学病院における無喉頭のリハビリテー

ション，”第 10回耳鼻咽喉科リハビリテーション医学研究会 (2001-4). 

[25] 北嶋和智，北原哲，小林範子，湯本英二，田辺正博，“反回神経麻痺の治療,”第 102 回日

本耳鼻咽喉科学会総会臨床セミナー (2001-5). 

[26] 粕谷英樹，小林康統，森大毅，廣瀬肇，小林範子，“運動障害性構音障害症例音声の韻律

的及び文節的特徴,”第 46回音声言語医学会総会 (2001-11). 

[27] 杉森紀与，堀口利之，廣瀬肇，小林範子，小池三奈子，冬木寛義，鈴木衛，“各種人工喉

頭の聴覚心理評価,” 第 46回音声言語医学会総会 (2001-11). 

[28] 原由紀, 小林範子, “吃音児に対する流暢性促進訓練の試み,” 第 48回日本音声言語医学会総

会 (2003-11). 
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[1] Gunnar Fant, Hiroya Fujisaki, Jianfen Cao and Yi Xu, editors, From Traditional Phonology to Mod-

ern Speech Processing (570 pages) Foreign Language Teaching and Research Press, Beijing (2004-3). 

[2] Hiroya Fujisaki, “Information, Prosody, and Modeling ─ with Emphasis on the Tonal Features of 

Speech ─,” In: From Traditional Phonology to Modern Speech Processing (G. Fant, H. Fujisaki, J. 

Cao and Y. Xu, eds.), Foreign Language Teaching and Research Press, Beijing, pp. 111-128 (2004-3). 

[3] Haruo Kubozono, “Epenthetic vowels and accent in Japanese: Facts and paradoxes,” Issues in Japa-
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nese Phonology and Morphology, ed. By Jeroen van de Weijer and T. Nishihara, Mouton de Gruyter, 

pp.13-142 (2001-11). 

[4] 窪薗晴夫, 本間猛, 音節とモーラ, 研究社出版 (2002-4). 

[5] 窪薗晴夫, “音声知覚と音韻理論,” 英語青年, Vol.148, No.2, pp.62-63 (2002-5). 

[6] Haruo Kubozono, “Temporal neutralization in Japanese,” Papers in Laboratory Phonology 7, ed. By 

Carlos Gussenhoven and Natasha Warner, Mouton de Gruyter, pp.171-201 (2002-8). 

[7] Haruo Kubozono, “The syllable as a unit of prosodic organization in Japanese,” The Syllable in Op-

timality Theory, ed. By Caroline Féry and Ruben van de Vijver, Cambridge University Press, 

pp.99-122 (2003-1). 

[8] 窪薗晴夫, “鹿児島方言におけるアクセントの変化,” 國文學, Vol.48, No.4, pp. 46-52 (2003-3). 

[9] Haruo Kubozono, “Accent of alphabetic acronyms in Tokyo Japanese,” A New Century of Phonology 

and Phonological Theory, ed. By Takeru Honma et al, Kaitakusha, pp.356-370, (2003-10). 

[10] 前川喜久雄, “パラ言語的情報,” 別冊国文学｢現代日本語必携｣, No.53, pp. 172-175 (2000-10). 

[11] 郡史郎, “フランス語のイントネーション,” 日本語と外国語の対照研究Ⅸ 日本語とフランス

語 − 音声と非言語行動− , 国立国語研究所, pp.21-39 (2001-3). 

[12] 郡史郎, “イタリア語の韻律的特徴 − 話速度とリズム− ,” Aula Nuova イタリアの言語と文化 

3, pp.91-100 (2001-6). 

[13] Shiro Kori and Emanuela Magno Caldognetto, “La caratterizzazione fonetica delle emozioni: primi 

dati da uno studio cross-linguistico italiano-giapponese, “ Voce canto parlato: studi in onore di Franco 

Ferrero, by Piero Cosi, Emanuela Magno Caldognetto, Padova, unipress, pp.187-200 (2003) 

[14] 郡史郎, “イントネーション,” 朝倉日本語講座 音声３ 音声・音韻, 上野善道編, 朝倉書店, 

pp.109-131 (2003-6). 

[15] 郡史郎, “大阪市方言の実態調査資料,” 大阪外国語大学論集, vol.29, pp.71-96, (2003-9). 

[16] 郡史郎, “持続時間の制御から見たイタリア語の二重母音,” Aula Nuova イタリアの言語と文

化 4, pp.29-43 (2004-6). 

[17] 武田昌一，音声情報処理特論 第２版，帝京印刷，千葉, p.217 (2001-4). 

[18] 武田昌一，情報システム演習の手引，帝京印刷，千葉, p.56 (2001-4). 

[19] 武田昌一 (編)，2000年度 メディア情報研究グループ論文集，帝京印刷，千葉, p.290 (2001-4). 
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6. 研究成果による工業所有権の出願・取得状況・商品化 

特許 1： 特願 2004-074594号・張勁松，中村哲，広瀬啓吉・Chinese Language Tone Classification 

Apparatus and Chinese Language F0 Generating Apparatus・株式会社国際電気通信基礎技術研究所・
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特許 2：特願 2004-018606号・柳田益造，飯干紘史・ＦＦＴによるインパルス応答計算方法・2004

年 1月 27日 

特許 3：特願 2003-421830号・青井昭博，黒川誠司，松村憲一，脇 新，柳田益造，三浦雅展・音

楽画像出力システム，音楽画像出力方法，および，音楽データ生成サーバ装置・2003 年 12 月

19日 

特許 4：特願 2003-097483号・柳田益造，三浦雅展，小西秀文，黒川誠司，青井昭博・音楽データ

生成システム、音楽データ生成装置、および音楽データ生成方法・2003年 3月 31日 

特許 5：特願 2003-014098号・特開 2004-226672号・小西秀文，黒川誠司，青井昭博，柳田益造，

三浦雅展・音楽データ生成システム、サーバ装置、および音楽データ生成方法・2003年 1月 22

日 

特許 6：特願 2003-014097号・特開 2004-226671号・小西秀文，黒川誠司，青井昭博，柳田益造，

三浦雅展・音楽データ生成システム、音楽データ生成サーバ装置、および音楽データ生成方法・

2003年 1月 22日 

特許 7： 特願 2001-71098号・徳田恵一，吉村貴克，小林隆夫・テキスト音声合成方法および装置・

科学技術振興事業団・2001年 3月 13日 
 
商品化 1：携帯電話音楽サービス 「着つく」，「オリジナルサウンド」（オムロンと協同） 

 

7. 研究成果の公表 

学会誌、国際会議、研究会、全国大会等での研究発表とともに、表 1 のように領域主催の全体

会議とシンポジウム（Symposium on Prosody and Speech Processing）を開催し、領域のメンバーが

発表を行った。なお、シンポジウムでは、海外から著名な研究者 2, 3名を招待して、講演を行っ

た。これらについては、領域のホームページ http://www.gavo.t.u-tokyo.ac.jp/tokutei_pub/ 

で広く周知した。資料 2, 3にシンポジウムのプログラムを示す。また、表 2に示すように、各年

度末には、メンバー全員の研究とシンポジウムの発表を冊子として取りまとめ、関連研究機関に
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配布した。 

表 1. 全体会議、シンポジウム。 
 日時 場所 
2000年度第 1回全体会議 2002年 12月 2日 学士会館東大赤門分室 
2000年度第 2回全体会議 2001年 1月 30日 東京大学山上会館 
2001年度第 1回全体会議 2001年 7月 7日 同志社大学寧静館 
2001年度第 2回全体会議 2002年 1月 30日 東京大学山上会館 
第 1回 Symposium 2002年 1月 31日 東京大学山上会館 
2002年度第 1回全体会議 2002年 6月 29日 ｱｸﾄｼﾃｨ浜松ｺﾝｸﾞﾚｽｾﾝﾀｰ 
2002年度第 2回全体会議 2003年 2月 5日 東京大学山上会館 
第 2回 Symposium  2003年 2月 6日 東京大学山上会館 
2003年度第 1回全体会議 2002年 6月 13日 ATR 
2003年度第 2回全体会議 2003年 1月 27・28日 東京大学山上会館 

 

表 2. 領域として作成・配布した冊子類。 
作成時期 冊子名 

2001年 1月 音律に着目した音声言語情報処理の高度化 平成 12年度 研究成果報告書 
2001年 6月 音律に着目した音声言語情報処理の高度化 全体会議資料 
2002年 1月 Proceedings for 2001 2nd Plenary Meeting and Symposium on Prosody and Speech 

Processing 
2003年 2月 Proceedings for 2002 2nd Plenary Meeting and Symposium on Prosody and Speech 

Processing 
2004年 1月 音律に着目した音声言語情報処理の高度化 2003年度 研究成果報告書 

 

さらに、2004年 3月 23日～26日に奈良県新公会堂で開催した Speech Prosody 国際会議を、領

域の成果公表の場として位置付け、発表を奨励した結果、領域から総計 28件の発表があった（会

議の総論文数 167）。なお、同国際会議では、本研究領域として展示ブースを確保し、参加者へ

の成果のデモンストレーションを行った。 

本領域としての研究活動は 2004年 3月で終了したが、成果の取りまとめを目的として、総括班

が 2005年 3月まで存続して活動した。特に、韻律研究の今後の発展のために、成果を和文書籍と

して発刊すべく、準備を進めた。その結果、「韻律と音声言語情報処理（アクセント・イントネ

ーション・リズムの科学）」と題して丸善㈱から出版するための、学術図書刊行助成を申請した。 

 

8. 研究成果 

音声言語は人間にとって最も根源的な情報伝達の手段であり、これをマン・マシン・コミュニ

ケーションに利用可能とする音声言語入出力技術の高度化が急務である。既に、音声認識あるい

は音声合成のソフトウェアが開発されてはいるが、使いやすさ等の性能の面からは問題が多く、

その利用は限定されたものとなっている。この大きな 1因として、従来の音声認識･合成の研究で

は、音声の音韻性に関して重点が置かれ、その韻律性に関しては軽視される傾向にあったことが

挙げられる。韻律は、文字言語にはない音声言語特有の特徴であり、人間のコミュニケーション
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においては、言語情報はもちろん、意図、態度、感情といったパラ言語情報、非言語情報の伝達

に主要な役割を果たしている。従って、音声入出力を中心とした音声言語情報処理研究の今後の

発展は、韻律の明確な定式化を行った上で、それに立脚して進めることによって初めて可能にな

ると考えられる。このような音声言語における韻律の重要性は、音声研究者の間では広く認識さ

れており、従来から多くの韻律に関連した研究が行われ、実際、音声言語入出力技術と関連して

も、わが国から国際的に高い評価を得た、優れた研究が数多く発表されている。しかしながら、

これらは各研究機関で個別に行われているに過ぎず、その成果もおのずと制約される結果となっ

ている。例えば、研究に重要な役割を果たす韻律コーパスについてみても、各研究者が個々に必

要に応じて用意していることが多く、効率的な研究の障害となっている。このような観点から、

本研究領域は、韻律に関連した研究を進めているわが国の主要な研究者の緊密な協力により、韻

律の基礎から応用までを統合して発展させ、音声言語情報処理の高度化に資するものである。具

体的には、韻律のモデル化、韻律の多様性の分析、韻律コーパスの作成といった基礎を固めると

ともに、韻律の観点から音声合成、音声認識の性能向上を図る。また、これらの成果に立脚し、

韻律研究の具体的応用として音声対話システムあるいは医療福祉を対象とした研究を進める。 

本研究領域は、全体を統括する「総括班」と個々のテーマに沿って研究を進める「モデル班」、

「多様性班」、「コーパス班」、「合成班」、「認識班」、「対話システム班」、「医療応用班」

の 8計画研究班で構成されており、全体として大きな成果が得られるよう、3つの研究項目 A01、

A02、A03が設定されている。 

研究項目 A01「韻律処理のための基礎技術とデータベース」は、韻律を音声言語情報処理に利

用するための基礎を担当するもので、基本周波数(以下 F0)パターンをはじめとする韻律的特徴と

それによって表出される言語・パラ言語・非言語情報等との定量的対応を生成・知覚の両面から

調べて定式化を行う「モデル班」、場面、地域、世代、個人、状況等の広い範囲に渡る韻律の多

様性を分析し、普遍的な特徴と変動要素を明らかにして定量的に記述する「多様性班」、日本語

に適した韻律のラベリング規範を開発するとともにラベリングの自動化を進め、各班共用の韻律

コーパスを作成する「コーパス班」で構成される。領域全体の研究推進の基盤を構築するという

重要な役割を担うとともに、韻律の現象の解明という観点から重要な研究であり、工学面のみな

らず、音声学等の分野に大きな影響を与えるものである。 

研究項目 A02「音声情報処理のための韻律技術」は、円滑なマン・マシン・コミュニケーショ

ン実現の前提となる音声入出力技術を韻律の側面から研究して高度化するもので、朗読調のみな

らず、対話調等の音声を、従来になく人間らしい抑揚で合成する技術を確立し、その成果をもと

にユーザフレンドリな応答音声生成システムを構築する「合成班」、韻律フレーズなどの韻律に

現れるイベントを高精度で検出し、それを従来の音声認識に有効に利用する手法を開発するとと

もに、自動要約などの高次の処理に韻律を利用することを行う「認識班」で構成される。「認識

班」は知覚面からのアプローチも試みる。ここでの成果は A03の「対話システム班」の研究に反

映され、マン・マシン・コミュニケーションの高度化という領域の目標達成の根幹となるととも

に、音声合成、認識をはじめとする音声言語情報処理研究の今後の 1 つの大きな流れを形成する
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ものである。 

研究項目 A03「韻律応用システム」は、韻律研究の具体的かつ有効な応用を示すことを目的と

しており、対話音声に現れる種々の韻律的特徴と対話現象との関係について定量的に調べ、韻律

の利用によって自然な対話進行が可能な対話システムを構築する「対話システム班」、音声言語

コミュニケーションにおける韻律の障害を系統的に調査研究してその共通特性を明らかにすると

共に、客観的評価法、系統的発話訓練法、韻律強調伝達法について研究する「医療応用班」で構

成される。これによって、領域の成果の社会生活への還元が達成されるとともに、対話システム、

発音補助といった分野の今後の発展を促進することになる。 

研究成果の概略を以下に研究項目毎に示すが、大雑把に言えば、これらは声言語情報処理の高

度化に直結する基幹的なものと、韻律研究の裾野を広げる補完的なものからなっている。例えば、

「モデル班」の言語情報と韻律的特徴の関係の定式化、「多様性班」の発話の調子と韻律的特徴

の関係の定式化、「コーパス班」の韻律コーパス作成、「合成班」の統計的手法による F0パター

ン生成、「認識班」の韻律を考慮した言語モデル、などは基幹的なものであり、「対話システム

班」の研究に集約され、音声による高度なマン・マシン・システムの実現という領域全体の成果

に反映されている。一方、感性の観点からの音声の分析、知覚的な面からの韻律の解明等は補完

的なものと位置付けられるが、本研究で弾みをつけ、将来的には基幹的なものになることが期待

される。「医療応用班」の研究は、他とは若干流れが異なるが、研究成果の社会への還元という

観点から重要なものであり、「モデル班」や「合成班」の成果を取り込むことによって、従来、

医療関係者が個別に行っていた場合と比較し、格段に有効な補助装置の開発に結びつくことが期

待される。なお、研究成果の詳細については、班毎に各分担者が執筆したものを本文の後に取り

まとめてあるので参照されたい。 

研究項目 A01「韻律処理のための基礎技術とデータベース」の成果 

モデル班では、藤崎らが創案した F0パターン生成過程のモデルを中心に研究を進めた。特に、このモ

デルの枠組みで韻律を記述することを目指し、音声信号から抽出した F0パターンについて自動的にモ

デルの指令を求める手法の開発を進めた。F0パターン生成過程のモデルは、観測された F0パターンと

言語・パラ言語・非言語情報との明確な対応付けを可能とする優れたモデルであるが、コーパスの不足

が問題となっている。これを解決するものとして期待される。この他、パワー、持続時間を含めた韻

律的特徴の生成過程の総合的モデル化、パラ言語情報に配慮した自発音声のイントネーションラ

ベリング体系 X-JToBI の考案と精度の定量的評価、パラ言語情報の伝達過程の生成と知覚の両面

からの解明とモデル化、（非言語情報としての）感情が韻律によって伝えられる過程の解析、日

本語音声の時間制御、特にモーラリズムの実態に関する分析等の成果を挙げた。以下に、主な成

果を記す。 

F0パターン生成過程モデルの生理学的・物理学的根拠の解明と、それに基づく諸言語の韻律的

特徴の分類： 音声の F0パターン生成過程に関しては、すでに藤崎・広瀬らにより定量的なモデ

ル化が行われ、日本語のみならず多くの言語への適用性が示されていたが、声調言語など、F0 の

局所的で積極的な下げを伴う言語の喉頭制御の機構は未解明であった。本研究では、まずこの点
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に関して検討を行い、従来知られていた胸骨舌骨筋 (sternohyoid muscle) だけではなく、甲状舌骨

筋 (thyrohyoid muscle) が同時に活動することにより、前者が舌骨の固定に、後者が甲状軟骨の回

転に寄与し、その結果として F0の下降が生ずることを、外喉頭筋の筋電図学的所見と喉頭の解剖

学的構造から、はじめて明らかにした。さらに上記のモデルの妥当性を、標準中国語 (北京語)・

広東語・上海語・タイ語・ベトナム語を含む声調言語、およびポーランド語・ポルトガル語・ヒ

ンディー語を含む非声調言語の F0パターンに関して実証すると共に、すでに実証ずみの日本語を

はじめ多くの言語に関する知見と総合して、それらの諸言語が、局所指令 (非声調言語ではアク

セント指令、声調言語では声調指令) の極性が正のみのものと、正・負両極性のものとに大別さ

れること、さらに各声調言語の特徴が、図 1 に示すように、音節の前半部分と後半部分の声調指

令の極性 (正・零・負) から構成される２次元平面上での声調型の布置により、明確に区別される

ことを明らかにした。 
 

Mandarin Thai

Vietnamese Cantonese

 

図１. 北京語(４声、左上)・タイ語(５声、右上)・ベトナム語(６声、左下)・広東語(９声、右下)

における各声調型の布置とその比較。各図で横軸は音節の前半部分の、縦軸は後半部分の声調指

令の極性(＋, 0, －)を示す。なお、◎印は入声と非入声とがあり、この平面上では重なることを示

す。 

実測の基本周波数パターンからの指令パラメータの自動推定法の開発： 実測の F0パターンか

ら指令のパラメータを推定することは、解析的には解けない逆問題であるが、実測の F0パターン

に含まれる無音区間、子音調音の影響、測定誤差などの影響を除去ないし軽減する処理を施した

のち、区分的３次曲線で近似すれば、局所指令の位置と振幅の第１近似値が解析的に求められる

ことを明らかにした。また、その値を用いてフレーズ指令の位置と大きさの第１近似を求め、さ

らにそれらの第１近似値を出発点として Analysis-by-Synthesis 法による逐次近似を行って、最適

解を求める方法を提案し、従来手法よりも高い精度の推定が可能であることを示した。さらに、

合成班と共同し、入力音声のテキスト情報が既知の場合には、テキストに対する自然言語処理を

行い、その結果得られる統語情報とアクセント情報とを利用して上記の方法による処理結果を修

正することにより、より高い抽出精度が得られることを示した。 
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多様性班では、方言による韻律的特徴の異同について調査を行うとともに、感情音声等種々のスタイル

の発声、あるいは特殊な発声の場合にF0パターン等の韻律的特徴がどのようになるかの分析を進めた。

特に、感情の程度との関係で興味ある結果が得られている。これらの結果は、種々の調子の音声を合成

する上での重要な基礎データとなる。この他、韻律に関与する要因の系統的分類、音響パラメータ

と音声の個人性との関係の解明、連続音声中の音韻の音響的および知覚的特徴と発声速度の関係

の分析、話し方のスタイルを規定する韻律的特徴の調査、２モーラの和語名詞に関するアクセン

ト付与規則としての質的感受性の調査等の成果を挙げた。以下に、主な成果を記す。 

終助詞「ね」の韻律による皮肉発声／賞賛発声の識別： 終助詞「ね」を有する文音声において、

皮肉発声と賞賛発声の「ね」の部分の韻律の特徴を詳細に調べた。その結果、両者では、F0と持

続時間に明らかな差が見られることが分かり、それをもとに、皮肉発声／賞賛発声の識別を行う

手法を開発した。この成果は、対話システム班でのパラ言語・非言語情報を利用した音声対話シ

ステムの設計に反映された。 

感情表現における韻律的特徴の解析：感情表現音声として「怒り」、「喜び」、「悲しみ」、

「感謝」の感情を込めて発声した音声の、主に韻律（声の大きさ、声の高さ、発話速度など）の

特徴を解析してきた。本研究のアプローチの最大の特徴は、これらの感情の度合いを「平常（感

情を込めない）」、「軽い感情」、「普通の感情」、「激しい感情」の４段階に分けて段階ごと

の特徴の違いを明確にしてきたことである。アナウンサー・声優が発声した感情音声の韻律的特

徴について解析し、「怒り」、「喜び」、「悲しみ」ならびに「感謝」の特徴をほぼ明らかにし

た。更に、感情音声の応用面に焦点を当て、ATM（銀行端末）を例題とした案内文音声に感情を

付与した場合の韻律的特徴の解析も行い、その特徴を明らかにした。 

コーパス班では、多言語コーパスMULTEXTの日本語版をはじめとして、天気予報等読上げ音声、模

擬感情音声、マルチモーダル対話音声等について、音素ラベリングと韻律ラベリングを行った。韻律

ラベリングについては J-ToBI を基本とすることにし、部分的に F0パターン生成過程のモデルに基づ

くものも併記した。音声コーパスを作成する場合、まず、目的を明確にする必要がある。朗読・対話、

平静・感情など様々な観点から、種々のバラエティーがあるが、本研究では、まず、韻律コーパスの基

準を構築するとの観点から、基本的な朗読音声を中心に取り上げた。韻律コーパスを作成する上でラベ

リングの自動化が重要な課題となる。この観点から言語情報を利用した韻律ラベリング支援システム

を開発した。この他、ジェスチャー・顔表情付の対話音声コーパス作成、対話音声の韻律情報の

統計的集計と解析等で成果を挙げている。作成したコーパスは CD-ROM等として、各班に配布し

た。なお、引き続き、研究成果公開促進費により、モデル班の前川によって開発された XJ-ToBI

などの韻律ラベリングの改良等を進め、領域内のみならず、関連研究者への CD-ROMの配布を進

めている。以下に、主な成果を記す。 

日本語MULTXT韻律コーパス： EU加盟国 11言語を対象としたデータベース作成プロジェク

ト EUROM1 の仕様に従い、無響室で音声を収録した。同時に、声帯振動の物理的観測値として

EGG 波形を収録した。MULTEXT の 40 パッセジを日本語に翻訳する過程を通じて様々の状況設

定下の韻律を考慮し、MULTEXT（多言語韻律コーパス）の日本語版を作成した。話者は 20代か
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ら 40代の男女各 3名の合計 6名であり、5-6文の 40小節を朗読と模擬自発発話の二つの発話スタ

イルによって収録した。模擬自発発話の収録に際しては、小節ごとに想定した状況を指示し、役

柄になりきるよう演じさせた。音声データおよび EGG（Electro Grotto Graph）信号の波形から声

帯波の開放率・閉鎖率の推定値を求めた。MOMEL アルゴリズムによる様式化されたイントネー

ションパターンの抽出アルゴリズムを導入し、日本語に適用したときの問題点を明らかにした。

さらにイントネーションパターンから韻律リズムパターンを言語間で対照比較し、朗読と自発性

発話と比較観察し、日本語固有のリズムがあることを明らかにした。音素ラベルを付与し、音声

学の専門家によるアクセント核の位置情報、無声化・鼻濁音化の有無の検聴を行い、J-ToBI 韻律

ラベリングスキームに基づく韻律ラベルを完了した。音素ラベル付与にあたっては、自動音素セ

グメンテーションを行ったものを、4 人のラベラが手作業によって修正した。韻律コーパスとし

て日本語のMULTEXT韻律データベースの 40パッセジに、J-ToBI韻律タグ付けを完了した。J-ToBI

タグの多くは書き起こしテキストから自動生成可能であったが、『韻律句』の結合度の指標 BI = 2, 

3 の判断、強調されたアクセント句の判定、F0のピーク値と基準値については熟練者による聴取

判断が不可欠であることがわかった。これらのラベリング作業について研究支援者を雇用して行

った。 

既存の音声コーパスのラベリングと韻律記述モデル： 日本音響学会研究用連続音声データベー

スの「ASJ案内タスクコーパス」と「模擬対話コーパス」（37対話，話者 37名，計 3,130文）の

韻律分析を大量に行い、F0の開始値、最終値、最大値、最小値、最大値・最小値・終了値の位置

の７パラメーメタから発話単位のクラスタリングを行ったところ、読上げと模擬対話の違いが明

らかになった。日本音響学会研究用連続音声データベースの各種案内読上げ文と模擬対話、重点

領域研究｢音声対話｣の対話音声コーパス（92 対話、話者 82 名，計 1.5GB）の３種のコーパスに

F0と発話ラベルを付与し、200ms 以上の無音区間で区切られた音声区間を発話単位として、発話

単位長を読上げ音声と模擬対話音声で比較した。模擬対話では間投詞や割込みによって発話単位

が短くなること、音声パワーと基本周波数の標準偏差は対話に比べて読上げは狭い範囲に集中し

ていること等が分かった。 

研究項目 A02「音声情報処理のための韻律技術」の成果 

合成班では、F0パターン生成過程のモデルの制約下で F0パターンを合成する corpus-based手法の開発

を、朗読音声、感情音声について進めるとともに、HMM合成の枠組みでの韻律制御においても成果を

挙げた。なお、HMM合成手法は声質、発話スタイルの適応が可能である柔軟な合成手法であり、研究

用として最適であることを考慮し、領域全体で利用することとした。また、音声対話システムでは、応

答内容を文章化して音声化する一貫した概念音声合成の技術が必要であるが、これについても研究を進

め、エージェント音声対話システムとして実現した。この他、瞬時周波数振幅スペクトルの調波構造

を利用した高精度 F0抽出手法、言語・非言語モダリティを統合した会話エージェントのプレゼン

テーション行動自動生成、非言語短発声の韻律的特徴の語用的観点からの役割分析、生命的エー

ジェントによる感性的マルチモーダルコンテンツ記述と生成等の成果を挙げた。以下に、主な成

果を記す。 
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生成過程のモデルと統計的手法に基づく F0パターンの合成： F0パターン生成過程のモデルの

制約下で、F0パターンを合成する corpus-based手法を開発した。これは、統計的手法により F0を

直接推定する代わりに、モデルのパラメータを推定するもので、モデルの制約のために、小さな

コーパスを用いた場合でも聴覚上破綻の少ない韻律生成が可能となる。種々の発話スタイルを実

現するに際して、各発話スタイルのモデルパラメータを付与した音声コーパスを用意する必要が

あるが、これを自動的に作成する手法も開発した。学習コーパスのモデルパラメータの精度を向

上するために、文節境界以外にはフレーズ指令は生起しない等の言語情報を用いた制約を加えた

モデルパラメータ抽出手法を開発した。この手法に則した合成手法とするために、文節境界のフ

レーズ指令推定、韻律語（1 つのアクセント成分からなる発話単位）境界推定、各韻律語のアク

セント核決定、各韻律語のアクセント指令推定、の 4つのプロセスからなる手法を開発した。1, 2, 

4番目のプロセスは回帰木を用いた統計的推定であるが、3番目のプロセスは構成単語のアクセン

ト型とアクセント属性から規則によって決定する。推定のための回帰木への入力は、該当及び先

行単位の文法的情報、両単位間の構文的な境界の深さ、単位の長さや文内位置の情報等である。

同様な統計的手法により、音素長の推定を行い、得られた F0パターンと音素持続時間を用い、合

成班の小林・徳田らで用意された HMM 音声合成により感情音声（平静音声を含む）の合成実験

を行った。合成音声の聴取実験の結果、怒りについては提案手法により良好に表現されることが

示されたが、喜びと悲しみについてはさらに研究が必要なことが分かった。現在、平静音声と感

情音声の韻律の違いを定量的に表現し、それによって、コーパスによらずに新しい話者の感情音

声を平静音声から生成することを進めている。これによって、声優のような感性表現を素人の音

声で実現すると言ったことが可能となる。 

HMM音声合成による音韻と韻律の統合的生成手法の確立と多様な話者性および発話スタイル・

感情の表現： 無声区間（F0の無い区間）を含む音声の基本周波数パターンを、直接、HMMによ

りモデル化するため、多空間分布 HMM(MSD-HMM)と呼ぶ新たな HMM を定義し、拡張された

HMM のモデルパラメータ推定手法を与えた。これらにより、音声の F0パターンを理論的整合性

をもって統計的にモデル化することが可能となった。また、学習により得られた HMM から、F0

パターンを生成し、自然性の高い F0パターンが生成できていることを確認した。音素時間長制御

については、ガンマ分布による継続時間長モデルを導入し、少ないパラメータ数により精度の良

い表現が可能なことを示した。また、「有声・無声境界でのダイナミックスを考慮した F0パター

ンのモデル化手法」を導入し、生成される F0パターンの自然性の向上を図った。これらの成果に

立脚し、多様な声質、感情、発話スタイルの韻律生成が可能なシステムを開発した。これは、複

数話者の音声データベースから学習された平均声モデルをもとに、任意の話者の少量の発声デー

タを用いて平均声モデルを話者適応技術によりモデル適応した後、HMM 音声合成に基づいて韻

律およびスペクトルパラメータの生成を行うことにより種々の声質を生成するものである。感情、

発話スタイルについても同様に適応技術により実現する。本研究では、モデル適応手法として、

最尤線形回帰（MLLR）に基づいたスペクトルおよび韻律モデルの適応手法を開発すると同時に、

平均声モデルを学習する際、各話者の音声データが大量に存在しない場合にも合成音声の自然性



 80 

を劣化させないモデル学習法として共有決定木コンテキストクラスタリング（STC）手法を、さ

らに合成音声の品質を向上させる話者適応学習を組込んだ学習法を提案し、その有効性を示した。

さらに、多様なスタイルを実現する韻律・スペクトル生成手法として、スタイル補間手法を開発

した。これにより、あるスタイルから他のスタイルに滑らかに変化する音声を合成できるスタイ

ルモーフィング技術を実現した。 

認識班では、韻律構造を抽出して、連続音声認識に利用する様々な手法を提案している。例えば、最

近では、アクセント句／分節句境界の有無に応じて 2種類の言語モデル構築することを行って成果をあ

げた。また、韻律構造から係り受け確率を推定する手法の開発も一貫して進めた。この他、新しい局所

話速の測定法開発と音声の３階層時間構造モデルの構築と知覚実験によるそれらの有効性の確認、

アクセント情報の認識・ディクテーション・入力補完機能を統合した音声入力システムの開発と

その有効性の確認、韻律情報を利用した要約手法の開発等の成果を挙げた。以下に、主な成果を記

す。 

連続音声認識への韻律情報の利用： 韻律と音声知覚に関する知見を参考にしながら、大語彙連

続音声認識の認識精度、処理効率などの向上のために韻律情報を利用する手法を開発した。連続

音声中の句頭にアクセント核があると。その句を孤立発声した時も必ず句頭にアクセント核があ

る。従って、その音声区間は１型単語に限って探索すればよい。このアイデアを連続音声認識シ

ステムの中に組み込み、大語彙連続音声認識実験によって、仮説探索制御が有効に働くことを確

認した。また，アクセント句境界を検出し、仮説探索幅を動的に制御する方法を考案した。仮説

探索において，単語終端から次単語の始端へと遷移する際に言語スコアが加算される。このとき，

単語末尾に到達する前に言語スコアを予測し、単語の途中でも言語スコアを部分的に加算するフ

ァクタリングが行われる。本研究では、アクセント句境界の情報を元に，ファクタリング時にお

いても仮説探索幅 (ビーム幅) を適切に制御する方式を提案し、認識精度及び認識速度の点で従来

の方法を上回ることを確認した。さらに，アクセント句境界を越える単語遷移と、そうでない単

語遷移について個別に言語モデルを構築し、認識時に韻律情報に基づいて選択的に言語モデルを

適用する方法を提案した。この方法によりパープレキシティが減少し、認識精度の向上が認めら

れた。 

統語解析における韻律情報の利用： 発話文の韻律とその統語構造の間には密接な関係のあるこ

とが知られている。ここでは韻律情報を日本語文の統語解析に利用するための研究を行った。統

語解析の方法として、言語情報のような離散情報だけでなく、確率や韻律のような連続情報も取

り扱える「総ペナルティ最小化法」と呼ばれる係り受け解析法を用いた。係り受け解析において、

各文節の係り受け距離と関連がある特徴量はすべて係り受け解析に有効である可能性がある。そ

こで、ある文節に着目して、その周辺のポーズ長とその係り受け距離の関係を調べると、ポーズ

長平均値が係り受け距離と明確な関連を持つことが分かった。この性質を利用するため、ポーズ

長が与えられたときの係り受け距離の条件付確率を学習データから推定し、その情報を利用した

ところ、係り受け解析精度が向上した。ポーズ長は着目文節の直前のもの、直後のもの、さらに

着目文節の直後の文節の直後のものを全て統合的に利用することが有効であった。また、着目文
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節とその直後の文節の基本周波数曲線から特徴ベクトルを抽出してポーズ情報と併せて利用した

ところ更に解析精度が向上した。係り受け解析における韻律情報の有効性は，特定話者の場合だ

けでなく、不特定話者の場合でも確認することができた。 

音声要約への韻律情報の利用： 講演や演説などのように話者が目的を持って何かを伝えようと

した音声発話に対して、自動的に要約を生成する手法について研究を行った。テキストで与えら

れた文章に対する自動要約では、単語出現頻度や手がかり語などの言語的情報しか利用できない。

一方、音声データは発話速度、イントネーション、発話強度などの韻律的特徴を持っており、こ

のような情報を利用できる可能性がある。本研究では，講演音声を文単位に分割し、文ごとの重

要度を決定することによって重要文を抽出する処理を要約と考える。この文単位への分割と文単

位に対する重要度の予測を言語情報と韻律情報を利用して自動的に行う手法を検討した。まず、

人手で分割した文単位に対して、言語情報と韻律情報を用いて、重回帰モデルによって文重要度

を予測する手法を提案した。その結果、韻律情報を利用することにより、言語情報だけを用いた

場合に比べてモデルの重相関係数と重要文認定度が改善した。また、文節の平均基本周波数を予

測するモデルを作成し、その予測値と実際に観測される基本周波数の差を用いて文の重要度を予

測したところ、予測値の改善が見られた。更に、決定木を用いた文単位の判定において韻律情報

を利用したところ、言語情報のみの場合より分類率が改善することを確認した。 

研究項目 A03「韻律応用システム」の成果 

対話システム班では、人間の対話で見られる種々の現象が韻律的特徴としてどのように表出されるか

を詳細に調べ、その結果をもとに、言語情報のみならずパラ言語情報・非言語情報も利用する対話シス

テムの開発を進めた。例えば、あいづち・発話交代などのタイミングのモデル化、韻律情報による対

話情報（ユーザの心的状態、話題境界、重要語、訂正発話）の推定手法、制御モデルによる自動

分析を進めるための F0制御パラメータの自動抽出法、会話音声の発話語彙情報を用いた F0制御可

能性に関する生成・知覚両面からの分析、パブリッシュ－サブスクライブ機能のついた黒板型の

情報共有方式による対話システムアーキテクチャの構築等の成果を挙げた。以下に、主な成果を

記す。 

韻律と表層的言語情報による発話タイミング制御： 対話の自然さは，受け答えの適切さもさる

ことながら、発話のタイミングの適切さ、すなわち対話のリズムで決まることが多い。本研究で

は、リズムのある自然な対話を実現することを目標として，あいづちや割り込みなどの応答の発

話タイミングの判定を、韻律情報および表層的言語情報からリアルタイムに行うシステムの構築

を行った。まず、実際の人間同士の対話の分析に基づいて、タイミングに影響を与える要因を選

定し、これらの要因を表現する特徴を素性とした決定木を用いてあいづちや話者交替のタイミン

グ生成を行う方法を提案した。システムはまずユーザ発話のポーズを検出すると、100ms ごとに

決定木によってあいづち/話者交替/何もしないというアクションを決定する。そのための素性とし

て句音声末の 100ms（およそ 1 モーラ分）のピッチおよびパワーの時間的変化の回帰係数、終端

単語の品詞や発話の最後に現れた自立語の品詞情報、ユーザの発話長、および発話終端からの時

間(ポーズ長)などを用いた。この決定木を、天気予報を話題とした ELIZA 型応答生成と組み合わ
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せた対話システムを構築し、被験者が実際に対話を行うことにより主観的に評価した結果、あい

づちタイミングについて高い評価が得られた。 

FSTによる発話内容の早期推定と韻律処理によるタイミング制御による応答システム： 適切な

タイミングで応答を行うことは自然な対話を実現する上で非常に重要である。しかしながら、タ

イミングの検出に専念するだけでは、相手の発話内容に応じた適切な応答ができない。そこで、

タイミングの検出器と並列して、FST によって発話内容の認識を早期に行うシステムを走らせ、

内容に応じた応答の内容の決定と，発話タイミングの決定を即時に行うシステムを構築した。こ

れによって、適切な内容の応答を適切なタイミング返すことが可能になり、対話の自然性を向上

させることができた。 

パラ言語の理解能力を有する対話システム： 発話には，文字に書き起こすことができる言語情

報と、文字に書き起こすことはできないが、発話者の心的状態等を伝えるパラ言語情報とが含ま

れる。対話を円滑に進行させるためには、言語情報だけでなくパラ言語情報も適切に推定する必

要がある。ここでは、システムからの提案を受けてユーザが発する発話に含まれる、ユーザが提

案を肯定的に受け取ったか否かを表すパラ言語情報を推定する機構を実装した。これを対話シス

テムに組み込むことによって、言語情報で YES/NOを明示しない場合においても、発話者の意向

を汲み取って、対話を円滑に進めることができるシステムが実現できた。 

医療応用班では、声帯の振動様式の観測から、F0を変化させるときの喉頭制御機構を解明するととも

に、その臨床診断への応用について検討している。また、運動障害性構音障害症例の臨床評価で用いら

れる「単調性」の本質を合成音声による知覚実験で明らかにすることを進め、連続音声中のジッタ特

性の評価法を開発した。さらに、抑揚の制御が可能な電気式人工喉頭の開発、食道音声の声質改善法

の開発等の成果を挙げた。以下に、主な成果を記す。 

韻律制御機能を有する電気式人工喉頭の開発： 喉頭がんなどの原因で喉頭を摘出した患者は、

食道発声や発声の補助器具を使って会話することになる。補助器具としては、笛式人工喉頭や電

気式人工喉頭（電気喉頭）が開発されている。電気喉頭は、術後の比較的早い時期から利用する

ことができ、かつ簡便であり衛生的であること、習得が比較的簡単であること、などの理由によ

り広く利用されている。しかし、製品化されている電気喉頭は振動板をハンマーで打撃する方式

であり、その周期は一定であり、声の高さや大きさ（韻律）を発声時に調整することを目的とし

て作られた製品は少ない。韻律（特に F0）の制御機構をもつ製品も、利用者にとって使いやすい

ものではないため、ほとんど利用されていない。本研究では、簡単な操作でピッチを任意に変化

させることのできる電気喉頭を開発した。親指一本の操作による２自由度韻律制御方式を考案し、

上下方向の動きで有声指令の ON/OFF、左右の動きで F0の制御を行う。この方式によって、任意

の高さから発声を開始することや任意の高さで発声を終了することができるようになった。評価

実験の結果、比較的短時間の訓練で、抑揚の制御が行えること、あるいは歌も歌えることを確認

した。 

運動障害性構音障害患者の２種類の音声言語訓練法の比較研究： 運動障害性構音障害は、大脳

の中枢や末梢の筋に至る運動系の部位の病変によって起こる話しことばの障害で、病変の部位・
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種類によっていくつかのタイプが存在する。発話に不可欠な要素である呼吸、発声、構音、共鳴、

プロソディに異常が生じ、重症例では発話の明瞭度が著しく低下する。運動障害性構音障害に対

する音声言語訓練の目標は、発話の全体的な明瞭度を改善することであり、そのために、発声、

構音、プロソディの調節を行う。従来，「大声で叫ぶように元気に発声する」という指示を中心

とした Lee Silverman法という音声訓練の有効性が報告されている。一方，特に日本人患者に対す

るプロソディの訓練は、十分な F0変化を確保することによってアクセントやイントネーションを

適切に調節するために有効であると考えられる。しかし、系統的なイントネーションの制御を図

った訓練は実施されていない。本研究では、2種類の音声言語訓練手法（Silverman 法とイントネ

ーション強調訓練法）の運動障害性構音障害に対する有効性を検討した。その結果，イントネー

ションの強調を促進させる訓練と声の強さの増加を促進させる訓練には、いずれも発話の F0変化

を増加させること以外にも調音や声質を改善させる効果が認められた。 

運動障害性構音障害音声の音響的評価： 運動障害性構音障害音声を音響分析し，障害の性質を

客観的に把握することによって，障害の診断に役立てたり，訓練・治療の方針を決定したり，訓

練・治療の過程でその効果を客観的に評価するなど，障害音声の音響的評価の意義は少なくない。

本研究では，偽性球麻痺，パーキンソン病，脊髄小脳変性症，筋萎縮性側索硬化症，といった典

型的な運動障害性構音障害症例を取り上げ，各症例の音響的性質を分析的に明らかにするととも

に，訓練・治療の臨床場面で症状の程度の主観的評価に用いられている障害音声の「単調性」の

実体を明らかにした。音響分析に用いたパラメータは、イントネーション句における F0レンジ、

同句内の F0下限、モーラの子音・母音の信号パワー比、母音のフォルマント周波数である。これ

らのパラメータを用いて疾患を評価した結果、パーキンソン病では狭い F0レンジと高い F0下限、

筋萎縮性側索硬化症では狭い F0レンジと低い F0下限をそれぞれもつなど、各疾患は特徴的な音

響的性質を呈することが分かった。また、ARX分析合成法を用いて韻律特徴と分節特徴（フォル

マント周波数軌跡）を制御した音声資料を用いて聴取実験を行った結果，「単調性」は韻律特徴

に大きく依存することを明らかにした。 
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表 1. 研究組織一覧 
総括班： 韻律に着目した音声言語情報処理の高度化 
代表者 広瀬啓吉（東京大学 大学院新領域創成科学研究科／大学院情報理工学系研究科） 
分担者 
 
 
 
 

藤崎博也（名誉教授，東京大学工学部） 
柳田益造（同志社大学工学部） 
北澤茂良（静岡大学情報学部） 
尾関和彦（電気通信大学電気通信学部） 
小林哲則（早稲田大学理工学部） 

粕谷英樹（宇都宮大学工学部） 
上野善道（東京大学大学院人文社会系研究科） 
嵯峨山茂樹（東京大学大学院情報理工学系研究科，平

成 14年度より） 
匂坂芳典（早稲田大学大学院国際情報通信研究科） 
石川 泰（三菱電機株式会社情報技術総合研究所） 

モデル班：韻律の分析、定式化とモデル化 
代表者 藤崎博也（名誉教授，東京大学工学部） 
分担者 
 

窪薗晴夫（神戸大学文学部） 
前川喜久雄（国立国語研究所 言語行動研究部／独
立行政法人 国立国語研究所 研究開発部門） 

大野澄雄（東京工科大学工学部） 

多様性班：韻律の多様性とその定量的表現 
代表者 柳田益造（同志社大学工学部） 
分担者 
 

桑原尚夫（帝京科学大学理工学部） 
郡 史郎（大阪外国語大学外国語学部） 
武田昌一（帝京平成大学情報学部） 

力丸 裕（同志社大学工学部） 
吉田優子（同志社大学言語文化教育研究ｾﾝﾀｰ） 

コーパス班：韻律コーパスとその作成自動化 
代表者 北澤茂良（静岡大学情報学部） 
分担者 
 

北村達也（静岡大学情報学部,平成 14年度まで） 
桐山伸也（静岡大学情報学部,平成 15年度） 
伊藤敏彦（静岡大学情報学部） 

板橋秀一（筑波大学電子･情報工学系） 
市川 熹（千葉大学大学院自然科学研究科） 
CAMPBELL, Nick（ATR音声言語通信研究所） 

合成班：高品質音声合成のための韻律制御 
代表者 広瀬啓吉（東京大学大学院新領域創成科学研究科） 
分担者 
 

西田豊明（東京大学大学院情報理工学系研究科） 
WARD, Nigel（東京大学大学院工学系研究科,平成

14年度まで） 

石塚 満（東京大学大学院情報理工学系研究科,平成
15年度） 
小林隆夫（東京工業大学大学院総合理工学研究科） 
徳田恵一（名古屋工業大学工学部） 

認識班：音声認識・理解における韻律情報の利用 
代表者 尾関和彦（電気通信大学電気通信学部） 
分担者 
 

新美康永（京都工芸繊維大学工芸学部，平成 13
年度まで） 
荒木雅弘（京都工芸繊維大学工芸学部，平成 14
年度より） 

山下洋一（立命館大学理工学部） 
峯松信明（東京大学大学院情報理工学系研究科） 
吉田利信（電気通信大学電気通信学部） 
高木一幸（電気通信大学電気通信学部） 

対話システム班：韻律制御に主体をおいた対話システム 
代表者 小林哲則（早稲田大学理工学部） 
分担者 
 

白井克彦（早稲田大学理工学部） 
匂坂芳典（早稲田大学大学院国際情報通信研究科） 
菊池英明（国立国語研究所／早稲田大学人間科学

部） 

中川聖一（豊橋技術科学大学工学部） 
甲斐充彦（静岡大学工学部） 

医療応用班：韻律処理技術の医療福祉への応用 
代表者 粕谷英樹（宇都宮大学工学部） 
分担者 
 

小林範子（北里大学医療衛生学部） 
菊地義信（国際医療福祉大学保健学部） 

森 大毅（宇都宮大学工学部） 
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資料 1 
Symposium on Pr osody and Speech Pr ocessing 

Organized by Scientific Research of Priority Areas “Realization of advanced spoken language infor-
mation processing from prosodic features,” Ministry of Science, Culture, Sports, Education, Japanese 
Government 

Major Meeting Room, Sanjo-Kaikan, University of Tokyo   January 31 (Thursday), 2002 

9:30   Registration desk opens. 
9:50  Opening  Keikichi Hirose (Project Head) 
 
Session 1  Fundamentals (Chair: Zendo Uwano) 
10:00 “Quantitative Analysis of Vocal Fold Vibra-

tion during Register Change by High Speed 
Digital Imaging System – 2nd Report on the 
Study of Prosody and the Interaction between 
Articulators and Phonators –” 

Masanobu Kumada (National Rehabilitation Center 
for the Disabled), Noriko Kobayashi, Hajime Hi-
rose (Kitazato Univ.), Niro Tayama, Hiroshi Ima-
gawa (Univ. of Tokyo), Ken-Ichi Sakakibara (NTT 
Communication Science Laboratories), Takaharu 
Nito (Univ. of Tokyo), Mamiko Wada (Tokyo 
Metropolitan Rehabilitation Hospital), Shin’ichi 
Kakurai, Chieko Kumada (Univ. of Tokyo), Seiji 
Niimi (International Univ. for Health & Welfare) 

10:20 “On the Perceptual Sensitivity of the Naturalness 
for Speech with Temporal Distortions” 
Yoshinori Sagisaka, Makiko Muto (Waseda Univ.), 
Hiroaki Kato, Minoru Tsuzaki (ATR)  

10:40 “Automatic Extraction of Model Parameters from 
Fundamental Frequency Contours of Speech” 
Hiroya Fujisaki (Univ. of Tokyo)  

11:00  “Speech Timing and Phonological Structure” 
Haruo Kubozono (Kobe Univ.) 

11:20 “Discriminating Ironies from Praising – Acoustic 
Parameters vs. Prosodic Parameters –”  
Masuzo Yanagida (Doshisha Univ.) 

11:40 “Voice Quality, Voice Individuality and Re-
lated Acoustic Features” 
Hisao Kuwabara (Teikyou Univ. of Science & 
Technology)  

 
 Lunch Break 12:00～13:20 
 
13:20 “Design and Creation of Prosodic Corpus of 

Guide-Task Sentences” 
Shuichi Itahashi, Motoki Shimada, Mikio Yama-
moto (Univ. of Tsukuba) 

13:40 “Collecting Really Spontaneous Speech” 
Nick Campbell (ATR) 

Session 2  Invited Talks (Chair: Keikichi Hirose) 
14:00 “Learning the Hidden Structure of Speech: from 

Communicative Functions to Prosody” 
Gerard Bailly, Bleike Holm (ICP, France) 

 
 Coffee Break 14:50～15:10 
 
15:10 “Analysis and Synthesis of Intonation” 

Jan P.H. van Santen (Oregon Health & Sci-
ence Univ., U.S.A.) 

 
Session 3  Applications (Chair: Yasushi Ishikawa) 
16:00 “Adjusting the Speaking Rate to Suit the User 

in Number-Giving” 
Satoshi Nakagawa, Nigel Ward (Univ. of To-
kyo) 

16:20 “Speech Synthesis with Arbitrary Speaker's 
Voice from Average Voice” 
Takao Kobayashi, Masatsune Tamura, Takashi 
Masuko(Tokyo Institute of Technology) 

16:40 “Recovery of Japanese Dependency Structure 
Using Prosodic Information” 
Kazuhiko Ozeki, Kazuyuki Takagi, Hajime 
Kubota (Univ. of Electro-Communications) 

17:00 “N-gram Language Modeling of Japanese Us-
ing Prosodic Boundaries” 
Nobuaki Minematsu (Univ. of Tokyo) 

17:20 “Analysis of Prosodic Features on Key-phrases and 
Corrections in Spoken Dialogue” 
Atsuhiko Kai (Shizuoka Univ.), Seiichi Nakagawa 
(Toyohashi Univ. of Technology) 

17:40  Discussion  
18:30  Closing 
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資料 2 
Symposium on Pr osody and Speech Pr ocessing 

Organized by Scientific Research of Priority Areas “Realization of advanced spoken language infor-
mation processing from prosodic features,” Ministry of Science, Culture, Sports, Education, Japanese 
Government 

Major Meeting Room, Sanjo-Kaikan, University of Tokyo   February 6 (Thursday), 2003 

 

 

9:30   Registration desk opens. 
9:50  Opening  Keikichi Hirose (Project Head) 
 
Session 1  Fundamentals (Chair: Zendo Uwano) 
10:00 “Perception of paralinguistic information in a for-
eign language” 

Kikuo Maekawa （National Institute for Japanese 
Language） 
10:25 “What aspects of prosody can J-ToBI de-

scribe? - An evaluation of J-ToBI - ” 
Shigeyoshi Kitazawa, Shinya Kiriyama, To-
shihiko Ito (Shizuoka University), Nick 
Campbell (ATR) 

10:50 “Asymmetric distribution of the two high vowels” 
Yuko Z. Yoshida (Doshisha University) 

 
Session 2  Invited Talks 1 (Chair: Hiroya Fujisaki) 
11:15  “The representation of function and form in pro-

sodic annotation: A multi-level approach” 
Daniel Hirst (CNRS & Université de 
Provence, France) 

 
 Lunch Break 12:15～13:30 
 
Session 3  Invited Talks 2 (Chair: Yoshinori Sagisaka) 
13:30 “Prosody models for conversational speech recog-

nition”  
Mari Ostendorf (University of Washington, U.S.A.) 
                 (Chair: Keikichi Hirose) 

14:30 “Prosody and automatic speech recognition -Why 
not yet a success story and where to go from here” 
Elmar Nöth (Universitaet Erlangen-Nuernberg, 
Germany) 

 

 Coffee Break 15:30～16:00 
 
Session 4  Technologies and Applications (Chair: Shigeki 

Sagayama) 
16:00 “Corpus-based generation of fundamental 

frequency contours under the model-constraint 
–Emotional speech synthesis–” 
Keikichi Hirose, Nobuaki Minematsu and To-
shiya Katsura (University of Tokyo) 

16:25 “The use of prosody for disambiguating Japa-
nese dependency structure” 
Kazuyuki Takagi, Mamiko Okimoto, Yoshio 
Ogawa, Kazuhiko Ozeki (University of 
Electro-Communications) 

16:50 “Conversation system using linguistic and paralin-
guistic information” 
Tetsunori Kobayashi, Yosuke Matsusaka (Waseda 
University) 

17:15 “Prosodic and segmental evaluation of dysarthria” 
Hiroki Mori, Yasunori Kobayashi, Hideki 
Kasuya (Utsunomiya University), Hajime Hi-
rose, Noriko Kobayashi (Kitasato University) 

17:40  Discussion 
18:00  Closing  
 


